
◆ ◆

グローバル化の中の国際教育 ―私学教育の現状と展望―

本研修会(部会)は、諸外国の教育制度を研究し、わが国の教育制度との比較などから、「海外在住生徒教育」、「帰国生徒教育」、

「外国人生徒教育」、「国際理解教育」等をいかに有機的に連携させるか、また、これらの私立学校の先導的な実践の積み重ね

が、公教育全体の発展にどう寄与してきたかについて研究し、更に、国際社会において、グローバルな視野に立って主体的に

行動するために必要となる様々な知識やスキルを生徒に習得するための教育について研究することを目標とします。

現在、特に大学では急激にグローバル化が進んでいる状況にあります。また、世界的にもインターネットの普及により、今

や、国家間の国際教育から地球規模で考えていくグローバル教育にすでに移行しています。そのような状況の中で、高校教育

での国際教育に関しても、グローバル化していかなければならないのは当然のことと言えます。そこで今回は、国際教養大学

学長 中嶋嶺雄 先生をお招きし、グローバル化の中の国際教育についてご講演をお聞きいただきます。さらに、国際教育の実

践報告を、「今後の国際教育の課題」をテーマに山中学園理事長 山中幸平先生、「現地で学ぶ国際感覚」をテーマに聖学院中

高校前中学部長 戸邉治朗先生のお二人の先生からお聞きいただきます。その後、研修会の締めくくりとして、パネル・ディ

スカッションを行い、本部会専門委員をパネリストとし、参加者全員で「私学の国際教育」について協議・意見交換を行いた

いと考えています。

国際教育担当のみならず、多くの先生方の参加をお待ちしております。

◆ ◆ 平成22年９月10日(金)

◆ ◆ 九段センタービル 地下1階Ｃ会議室（〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-7）

※研修会に関するお問い合わせは、日本私学教育研究所(電話03-3222-1621)にお願いします。

◆ ◆ 50名（先着順）

◆ ◆ 校長，副校長・教頭，国際理解教育担当及び一般の教員

◆ ◆ 演 題 「グローバル化の中の国際教育」

講 師 中 嶋 嶺 雄（公立大学法人国際教養大学 理事長・学長）
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募 集 人 員

参 加 資 格

基 調 講 演

研究のねらい

中嶋嶺雄（なかじま みねお）

国際社会学者。1936年、長野県松本市生まれ。文学士 (東京外国語大学<中国科>、1960年)、国際学修士 (東京

大学、1965年)、社会学博士 (東京大学、1980年)。1977年、東京外国語大学教授。1995～2001年東京外国語

大学長。1998～2001年、国立大学協会副会長。1998～2006年、アジア太平洋大学交流機構（UMAP）国際事

務総長、文部科学省中央教育審議会委員（大学院部会長・外国語専門部会主査）、2000～2006年、財団法人大学セ

ミナー・ハウス理事長、2006～2008年、内閣教育再生会議有識者委員。オーストラリア国立大学、パリ政治学院、

カリフォルニア大学サンディエゴ校大学院の客員教授を歴任。平成15年度「正論大賞」受賞。現在、社団法人才能

教育研究会会長、松本深志高校同窓会長（深志7回卒）などを兼務。

著書は、『現代中国論』（青木書店、1964年）、『中ソ対立と現代』（中央公論社、1978年）、『北京烈烈』（筑摩書

房、1981年〈サントリー学芸賞受賞〉、講談社学術文庫、2002年）、『国際関係論』（中公新書、1992年）、『香港

―移りゆく都市国家』（時事通信社、1985年）、『21世紀の大学』（論創社、2004年）、『「全球（グローバル）」教

育論』（西村書店、2010年）など多数。

全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会

実 施 案 内

国 際 教 育 研 究 部 会

平成22年度

財団法人日本私学教育研究所 日本私立中学高等学校連合会



◆ ◆ テーマ 「今後の国際教育の課題
― バンコク如水館から見た日本 ―」

発表者 山 中 幸 平（学校法人山中学園 理事長）

◆ ◆ テーマ 「現地で学ぶ国際感覚」

発表者 戸 邉 治 朗（聖学院中学高等学校 前中学部長）

◆ ◆ テーマ 「グローバル化の中の国際教育―私学教育の現状と展望―」

パ ネ リ ス ト 大 羽 克 弘（千葉英和高等学校 理事長・校長）

須 藤 勉（東京学園高等学校 校長）

山 中 幸 平（学校法人山中学園 理事長）

コーディネーター 平 方 邦 行（聖学院中学高等学校 校務部長）

◆ ◆

◆ ◆
中 嶋 嶺 雄（公益大学法人国際教養大学 理事長・学長）
戸 邉 治 朗（聖学院中学高等学校 前中学部長）
中 川 武 夫（淑徳巣鴨中学高等学校 校長）

◆ ◆
大 羽 克 弘（千葉英和高等学校 理事長・校長）
須 藤 勉（東京学園高等学校 校長）
平 方 邦 行（聖学院中学高等学校 校務部長）
山 中 幸 平（学校法人山中学園 理事長）
鈴 木 秀 一（財団法人日本私学教育研究所 事務局長）

1)申 込 次ページの「参加申し込みの注意」をよくご覧になったうえでお申し込みください。
2)申 込 先 「財団法人日本私学教育研究所 私立学校専門研修会 国際教育研究部会担当」宛

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-3-8市ヶ谷UNビル6階
電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683
ホームページ http://www.shigaku.or.jp/

3)申込締切日 平成22年9月3日（金）必着
申し込みは先着順に受け付けますので募集人員をこえた場合は、期日前でも締め切らせ
ていただくことがあります。

20,000円（昼食費を含む。）

参加申込書受付後、参加確認証をご本人宛にお送りいたしますので、研修会当日受付に

ご提示ください。

当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他の

規範を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修会参加の

ために必要な書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の研修会開催等の情報の送付、また何らかの理由で研

修会に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用いたします。

参加申込み方法

参加確認証

個人情報の取扱について

基 本 日 程

講師・指導員（順不同）

専門委員・指導員（順不同）

実践報告１

参 加 費

実践報告２

パネリストの３名の先生方に、それぞれの学校の国際教育の事例を交えながら、今後の私学の国際教
育のあり方についての考え方を述べていただき、その後、参加者全体で質疑応答および討論をしていただきます。
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１．参加申込書に必要事項を記載の上、「財団法人日本私学教育研究所 私立学校専門研修会 国際教育研究部会

担当」宛にご郵送またはFAXしてください。（申込後、２週間以内に確認証が届かない場合はお電話にてご確認

ください。）

２．参加申込書受付後、「参加確認証」と「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りいたします。参加費は、

必ずこの払込用紙にて、指定されたコンビニエンスストアでお振り込みください。なお、参加費等の領収書は｢払

込受領証｣をもって代えさせていただきますので、大切に保管してください。

３．研修会への参加申込み後の変更・取り消しについては、必ず、FAXにて日本私学教育研究所へご連絡ください。

（FAX送信後、確認の電話をお願いいたします。）

不参加の場合、返金の精算は研修会終了後約１カ月かかりますので、あらかじめご承知おきください。なお、

参加費振り込み後の場合は、事務手数料として1,000円を差し引いて返金いたしますのでご了承ください。また、

9月7日（火）15時00分以降に不参加の連絡があった場合、いったん納入された参加費は返金できません。研修

会資料等の発送をもって代えさせていただきます。

参加申し込みの注意

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-7 ●九段センタービル１階には、『FedE x Kinko's』
○ ＪＲ「市ケ谷駅」より徒歩５分 があります。
○ 地下鉄「市ケ谷駅」（A4番出口）より徒歩１分 ●ビル横に『中國飯店』の赤い看板があります。
※ 都営新宿線、東京メトロ南北線、有楽町線からは、 ●靖国通りを挟んで、麹町郵便局の斜め向かい側の

A4番出口まで数分を要します。 ビルです。

会場（九段センタービル 地下１階Ｃ会議室）のご案内



財 団 法 人 日 本 私 学 教 育 研 究 所

FAX番号 03-3222-1683
【申込締切日：9月3日（金）必着】

平成22年度 全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会

国際教育研究部会 参加申込書
平成22年 月 日

（ふりがな） 男
① 参 加 者 氏 名

女

③
② 学 校 名 職

名

〒

④ 学 校 住 所

TEL （ ） FAX （ ）

⑤ 参 加 確 認 証 送 付 先 〒
※上記の参加者ご本人、または

学校住所以外への送付を希望
する場合にご記入ください。 （受取人氏名 ）

⑥ 参 加 者 連 絡 先 ※

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入ください。

⑦メール

アドレス ※今後、当研究所からの研修会のご案内等のメール配信をご希望の方は、メールアドレス（携帯電話のメ
ールは不可）をご記入ください。（過去に当研究所の研修会に参加し、申込書等にご記入いただいた方は、
すでに登録されておりますので、記入の必要はございません。アドレス変更の場合はご記入ください。）

⑧ 通信欄（研修会で取りあげたい課題・事例等がございましたら、あわせてご記入ください。）

※郵送，FAXでお申し込みください。 受付番号
※複数名の参加の場合は、恐れ入りますが、本参加申込書をコピーしてご記入ください。
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